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Ab8tract
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makeupnorms、Subjectswerel90maleuniversitystudents（Ｍ=20.O8yearsold,ＳＤ=169l342
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conductedaskingtheawarenessofmakeupnorms・selfconsciousness・other-consciousness・fbrmality1

uniqueness，Accordingtotheresult・maleuniversitystudentgawarenessofmakeupnormswas
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－要旨

本研究は，化粧規範意識を他者意撤・自意識・形式主義・独自性欲求がどのように規定するのか

について検討を行なうことが目的である．学生男子１９０人（平均年齢=20.08歳，ＳＤ=1.69)，学生

女子３４２人（平均年齢=19.33歳．ＳＤ=1.27)，親世代男子４７人（平均年齢=49.30歳，ＳＤ=4.99)，

親世代女子１５８人（平均年齢=47.44歳，ＳＤ=4.33）を対象に化粧規範意織，自意識，他者意識，

形式主義，独自性欲求などを内容とする質問紙調査を行なった．その結果，おおむね学生男子では

形式主義と独自性欲求が学生女子では外的他者意識，公的自意識，私的自意識，形式主義，独自

性欲求が，親世代男子では私的自意識が，親世代女子では内的他者意識，空想的他者意識，公的自

意識，形式主義が化粧規範意織を規定していた．

●

キーワード：化籾規範意識、他者意識，自意識，形式主義，独自性欲求

同じ社会的場lHiであったとしても，一般的に問題

とされる共通の化粧基蠣のなかで，個人がどの基

準をどの程度重視するかによって実際の行動は異

なる.それには,個人差要因の影響が考えられる．

これまで,衣服に関する着装規範意識研究では．

牛田ら4)によって，公的自意識や私的自意識，形

式主義や社会的スキルとの関連があきらかとなっ

ている．また，化粧に関する研究においても，Ｉ,ｌｉｌ

人差要因との関連は検討されてきた．

平松・牛田5)によれば，化粧関心・化粧行動・

異性への化粧期待は公的自意識と男性性や女性性

と関連し，平松・牛H16)によれば，化粧意識は公

的自意識や外的他者意識と関連し平松2)によれ

ば，公衆場面における化粧行動や社会的是非は公

的自意識や外的他者意識と関連する．

以上をふまえるならば化粧規範意搬に関して

も，個人差要因との関連が仮説できる．そこで本

研究では，先行研究の結果および平松３)であきら

かにされた化粧規範意繊の構造をふまえて，化粧規

範意識に関連すると考えられる他者意識,自意識，

形式主義，独自性欲求を取り上げ，それら個人差

要|/11が化粧規範意識とどのように関連するかにつ

いて検討を行なった．

１．はじめに

ひとは生きていくなかで，その集団の成員とし

てふさわしい生活様式，価値を身につける．それ

は化粧も同様である．それゆえ，ひとは状況に応

じて一定の方法で化粧を行なう．つまり．社会的

な場面で化粧行動を規定する行動や判断の基準と

しての化粧規範意繊が人々のあいだで存在して

いると考えることができる．

こうした化粧規範意識に関連して，これまで平

松がいくつかの研究を行なっている．

平松・牛田Ｄは，化粧を施す生活場面とそれを

規定する化粧意識について検討した．それによる

と。対人接触や状況の公私の高さにより化粧を施

す生活場面が構造化され，男性では必需品・身だ

しなみが女性では魅力向上・気分高揚，必需品・

身だしなみ，効果不安が化粧を施す生活場iHiを規

定している．平松2)は，公衆場面での化粧行動へ

の社会的是非について検討した．それによると，

公衆場面での化粧行動や社会的是非は，特定・不

特定の他者の存在や状況の公私によって構造化さ

れていること，不特定他者がいる比較的公的な場

面で社会的にも化粧をしてよいと考えている者は，

特定・不特定の他者の存在に関係なく化粧行動を

行なっている．さらに平松3)は，学生と彼らの親

世代を対象に，化粧規範意識の構造について検討

した．それによると化粧規範意iMMは,調和，I|古ｌ性，

同調，近接、若さの５つの因子で構造化される．

さらに，クラスター分析によって調査対象者の類

型化を試みた結果，学生よりも親世代の方が化粧

規範意繊の筒いい

これらの結果は，化粧についての社会的場面で

共有されている暗黙のルールとしての規範意識の

存在を示唆している．しかしながら人々は，その

ルールを認IlNMしながらも，自分なりの重み付けを

行ない化粧の程度や内容をかえている.つまり、

2．鯛査の概要

2-1調査方法，調査時期，鯛査対象者

調査は，平松3)と同時に関西にいる大学生お

よびその両親を中心とする社会人を対象に質問紙

調査で行なった．倫理的配慮として調査票に研究

の||的１１｣1答は任意であり．熈記；名で個人が特定

されないことを明記した．

調査対象者は,学生男子190人(平均年齢=20.08

歳，ＳＤ=1.69)，学生女子３４２人（平均年齢=19.33

歳,Ｓ、=1.27)，親世代川子'１７人(平均ｲﾄﾞ齢=49.30

歳,ＳＤ=4.99),親世代女子158人(平均年齢=47.44

繊消誌(８５０）
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歳．ＳＤ=4.33）であった．

2-2調査内容

１）社会的場面の重要度

平松3)で世代や性別を通じて経験度が高く，ま

た一般的と考えられる１０項目の社会的場面を選

定した．１０項日の社会的場面とは「|司窓会にＨ１席

する」｢学校で授業を受ける」｢友人(同性／異性）

と外出する｣｢小さな子ども(幼稚園児)と接する」

「結婚式に出席する」「近所のスーパー／コンビ

ニで買い物をする」「病院へお見舞いに行く」「家

族と外出する」「デパートで買い物をする」「仕事

（アルバイト）に行く」である．

それぞれの場面をどの程度重視するかについて，

「重要ではない(1)」から「頂婆である(5)」ま

での５件法で回答を求めた．平松3)で主成分分析

（Vnrimax回転）を行なった結果，「家族と外出す

る」「学校で授業を受ける」などの項目が高く寄与

する『私的場面』「同窓会に出席する」「結婚式に

川席する｣などの項目が高く寄与する『公的場面』

の２因子があきらかとなった．そのため，この２

因子で簡便因子得点（各因子をより明確にするた

め,因子ごとに高く負荷する項目の得点を合計し

それをその項目数で除する方法）を算出し以後

の分析データとした．

２）化粧規範意織

平松3)で１２項目の化粧基準を選定し，１０項目

の社会的場面と組み合わせて，例えば｢『同窓会に

出席する』ときには『自分を引き立てる化粧をす

る』」というような１２０項目の化粧規範意識項目

を設定した．１２項目の化粧基準とは，「自分を引

き立てる化粧をする」｢周囲の人から信用を損なわ

ない化粧をする」｢伝統やしきたりにあっている化

粧をする」「自分の好みにあっている化粧をする」

「自分の社会的地位や立場にふさわしい化粧をす

る」「周囲の人と同じ化粧をする」「自分らしさが

表現できる化粧をする」｢周囲の人に失礼にならな

い化粧をする」「目新しく人目をひく化粧をする」

「自分の魅力がアップできる化粧をする」「自分の

性や年齢にあっている化粧をする」｢若々しくみえ

る化粧をする」であり，１０項ロの社会的場面とは

社会的場面の重要度と同一の項目である．

それぞれの項目について。その場面でどのよう

に化)IIIlをすることを心がけることが，どの程度必

要と思うかを，「必要ではない（１）」から「必要で

ある(5)」までの５件法で回答を求めた．平松3）

で主成分分析（Varimax回転）を行なった結果，

「結婚式に出席する×周囲の人から信用を損なわ

ない化粧をする」｢結婚式に出席する×周囲の人に

失礼にならない化粧をする」などの項目が高く寄

与する『綱和』「結婚式に出席する×自分らしさが

表現できる化粧をする」「仕事（アルバイト）に行

く×自分の好みにあっている化粧をする」などの

項目が高く寄与する『IIlil性』，「デパートで買い物

をする×周囲の人と同じ化粧をする」「友人と外出

する×周囲の人と同じ化粧をする」などの項目が

高く寄与する『同調』「近所のスーパーやコンビ

ニで買い物をする×自分の魅力がアップできる化

粧をする」｢近所のスーパーやコンビニで買い物を

するｘ自分らしさが表現できる化粧をする」など

の項目が高く寄与する『近接』「家族と外出する

×若々しくみえる化粧をする」「友人と外出するｘ

若々しくみえる化粧をする」などの項目が高く寄

与する『若さ」の５因子があきらかとなった．そ

のため，この５因子で，簡便因子得点（各因子を

より明確にするため，因子ごとに高く負荷する項

目の得点を合計し，それをその項目数で除する方

法）を算出し以後の分析データとした．

３）他者意識

他者意識とは他者への注意．関心，意識が向け

られた状態をいい，他者への注意の向けやすさに

関する性格特性である．他者の気持ちや感情など

の内面情報を敏感にキャッチし理解しようとする

意識や関心の程度である内的他者意繊，他者の化

粧，服装，体形，スタイルなどの外面にあらわれ

た特徴への注意や関心の程度である外的他者意識，

他者について考え，空刈をめぐらせその空想的イ

メージに注意を焦点づけ，それを追いかける傾向

の程度である空想的他者意識からなる．

本研究では，辻7)の他者意識尺度１５項目を)Ⅱ

いて｢あてはまらない(1)」から「あてはまる(5)」

までの５件法で得点化を行なった．確認のため因

子分析（主吠|子法.Varimax回転）を行ない，既存

存尺度と同じ３因子を得た．内的整合性の点から

１５項目全てで得点化した(内的他者意織:q=0.84,

外的仙骨意祇;u=0.77,空想的他者意戚:ｕ=0.81)．

４）自意識

自意職とは，自分自身への注意の向けやすさに

関する性格特性である．自分の外見や他者に対す

る行動など外から見える自己の側面に対する注意

を向ける程度の公('勺'1意搬，Ｆ１分の内'､や気分な

ど外からみえない自分の側面に注意を向ける程度

の私的自意識からなる．

本研究では菅原8)の自意識尺度２１項目を)Ｗ

いて｢あてはまらない(1)｣から｢あてはまる(5)｣

(８５１）Vol55Noll(2014）
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TlHb]０１個人律辱閃の平均値と標準偏差（ANOVASchclYb）

学生男子 学生女子 世代男子 且世代女子
F世有意水館

ＭＳＤＭＳＤＭＳＤＭＳＤ

内的他者丘廠 ３．５８０．７４３．６９０７７３．４３０．７９３．４３０．７３３．９７ロ｡

外的他者■敏 3.3600813.820832.670.98３．０１）0.8435.50☆**

空想的他行底砥３．０３０９３３．２７０．９０２．４９1.03２．７６０．９１1４６４…

公的同意敵 3.621１６７3.860.67３.Ｕ２０．７０ａ3６0．７１2山11､★*

私的自な砥 ３．３００．６３３．６１０．７３３．３４０．７６３．３６０．７１9.1】白･ロ

形式主OL ２．８７０，５８２．７７０．６２３．Ｍ0.65２．９３０．４８７．８４自力＊

彼F1性欲求 ３．０００３４3.02０３６3.020.39２．８８0.29４．７９白｡

．｡Ｐ＜ｐノ｡､けＰ＜､〃ノ

T日bI●２社会的場面の庫裏度と個人差要因との重回帰分析（StepwiDe）

私的場面 公的■面

学生ﾘﾘ子学生女子親世代児子Ⅸ世代女子学生男子学生女子硯世代男子仇世代女子

８ ８６ ８ ８ ８ ６ ６

内的他者■砥０，２６・・

外的他右近殿 ０２５●●● ０２６●●

空想的他者Ｅ砥

公的向き■ ０－３１｡｡ 0.26●｡●

私的自な■ 0.56

形式主侭 0.19・白

独自性欲求 ０．２０。

決定係数 ００７●●０，】0合巨●０．３１＝台０．０９古古007●●007●合白 ０．０３ロ

のＰ＜,“.●Ｐ＜､ＯＩＣ。.Ｐ＜,DDJ

までの５件法で得点化を行なった．確認のため因

子分析（主因子法･Vnrimax回転）を行ない，既存

尺度と同じ２因子を得た．内的鞭合性および因子

構造の点から不適切な｢世間体など気にならない」

「自分自身の内面のことには,あまり関心がない」

をのぞく１９項目で得点化した（公的自意識：

u=0.85,私的自意誠：｡=0.82)．

５）形式主穣

形式主義とは，社会的序列内での自分の位置を

意識し社会的行動における暗黙の規則を強調し，

礼儀作法を特別に重視し身だしなみや話し方が

適切であることに価値を償き，体面を維持しよう

とする性格特性である．形式主義の強い者は自分

が社会的ルールに強く固執するだけではなく，他

人にもそれを繭んじるように期待し要求する

本研究では，大渕9)の形式主義尺度１０項目を

用いて「あてはまらない(1)」から「あてはまる

(5)」までの５件法で得点化を行なった．確認の

ため因子分析(主因子法･Varimax回転）を行い，

既存存尺度と同じ１因子を得た．内的整合性の点

から不適切な「行儀よく振る舞うことは，大切だ

と思う」「世のなかの礼儀作法やしきたりは，きゅ

う<つだ｣をのぞく８項tlで得点化した(u=0.64)．

６）独自性欲求

人間には他人と異なるユニークな存在でありた

いという欲求があり，それを独自性欲求とよぶ．

人々の変身願望や同己顕示欲と密接に関連しなが

らときには反規範的意味を含む逸脱行動を引き

起こす重要な性格特性だとされる．そして，独自

性欲求の強い者ほど，社会的規範からの逸脱程度

が大きいこと，流行の採用が早いこと，個性的な

よそおいをする傾向にあることが知られている．

本研究では，岡本１０)の独自性欲求尺度３２項目

を用いて「あてはまらない(1)」から「あてはま

る(5)」までの５件法で得点化を行なった．確認

のため因子分析(主因子法･Varimax回転）を行な

い既存存尺度と同じ１因子を得た．内的整合性

の点から３２項目全てで得点化した（q=0.70)．

７）フェイス項目

年齢と性別を回答させた．

3．結果

3-1個人差要因の基礎統計丘と世代差・男女差

他者意識．自意織，形式主義，独自性欲求の各

個人差要因の世代と性別による差を検討するため，

SchefIbによる多重比較を行なった（Tableｌ)．

その結果，内的他者意識（親世代女子く学生女

子，：Ｆ（3.607）＝3.97,ｐ＜0,01)，外的他者意識

（学生男子･親世代男子･親世代女子く学生女子，

親世代男子く学生男子，：Ｆ（3.607）＝35.50,ｐ＜

0.001)，空想的他者意繊（親|Ⅱ:代男子・親世代女

子く学生児子・学生女子，：Ｆ（3.607）＝14.64,ｐ

＜0.001）公的自意識（学生男子・親世代男子・

親世代女子く学生女子，親１１t代男子く学生男子，：

Ｆ（3.607）＝26.41ｐ＜0.001)，私的自意鍼（学生

男子・親世代男子・親世代女子く学生女子，：Ｆ

(８５２） 繊消誌
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（3.607)＝9.11,ｐ＜0.001)，形式主義（学生男子・

学生女子く親世代男子，：Ｆ（3.607）＝7.84,ｐ＜

0.001)，独自性欲求（親世代女子く学生女子：Ｆ

（3.607）＝4.79,ｐ＜0.01）で有意な主効果が認め

られた．

3-2社会的場面の重要度と個人差要因との関連性

社会的場面の重要度と個人差要因との関連性を

検討するため，社会的場面の各因子を目的変数と

し，各個人差要因を説明変数とする重回帰分析を

Stepwiseによる変数選択法で行なった(Table２)．
その結果，学生男子では『私的場面」で内的他

者意識が正に『公的場面」で外的他者意職が正に

有意に選択された．学生女子では『私的場面』で

外的他者意識と形式主義が正に『公的場面』で公

的自意識が正に有意に選択された．親世代男子で

は『私的場面」で私的自意識が正に有意に選択さ

れ『公的場面』で有意に選択された個人差要因は

なかった．親世代女子では『私的場面』で公的自

意識が正に「公的場面』で独自性欲求が正に有

意に選択された．

3-3化粧規範意識と個人差要因との関連性

化粧規範意識と個人差要因との関連性を検討す

るため，化粧規範意識の各因子を目的変数とし，

各個人差要因を説明変数とする重回帰分析を

Stepwiseによる変数選択法で行なった('nlble3)．
その結果，学生男子では『調和』で独自性欲求

が正に，『個性』で形式主義と独自性欲求が正に

『同調』で形式主義と独自性欲求が正に，『近接』

で形式主義と独自性欲求が正に，『若さ』で形式主

義と独自性欲求が正に有意に選択された．学生女

子では『調和』で公的自意識が正に『個性』で外

的他者意識と公的自意識と形式主義と独自性欲求

が正に『同調』で公的自意識と形式主義と独自性

欲求が正に，『近接』で公的自意識と形式主義が正

に，私的自意識が負に，『若さ』で公的向意繊と形

式主義と独自性欲求が正に有意に選択された．親

世代男子では『調和』で私的自意識が正に「個性』

で私的自意識が正に,『同調｣で私的自意識が正に

『近接」で私的自意識が正に，『若さ』で私的自意

識が正に有意に選択された親世代女子では『調

和』で内的他者意識が正に空想的他者意織が負

に『個性」で公的自意識が正に，『同調』で公的

Ｆ１意識と形式主義が正に「近接』で公的自意識が

正に『若さ』で公的自意繊が正に有意に選択され

た．

３－４ケラスターと個人差要因

構造化された化粧規範意繊について，平松3)で

Tablc3化"屯田苣虫と■A差■IヌルのＨ１凶冊分枅（step咽ice）
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TabIe4クラスター別における個人差要因の平均■と標⑪旧差（AＮＯＶＡ･ScheflP）

クラスタ－２ クラスタ－３クラスタ－１
F笹有意水砠

ＭＳＤ、ＭＳＤＭＳＤ

内的他者恵投３．３８０８９３．５６０７２３．９１０．７１10.58…

外的他者怠威３０３1０７３．５２０．８６３．６９０．８３10.21…

空想的他者なりⅢ２８１（196３．０４０．９４3.211（１．9２４．０(｝山

３１８０．７７３．６６０．６６３．８５０．７０２０．３７白白合公的自怠鰄

317０．８３３．４６０６７３．６３０．６９９．５１＊*＊私的自意漣

2.7`１０.Ｉｌ７２．８２０．５２３．０５０．６２７．７９ロロ｡形式主侭

2.86０４０２，９９０，３２ａＯ８０３３１１．４３合*｡独自性欲求

.Ｐ＜､妬・・9Ｆ＜･DDJ

視していることがわかった．親世代男子では自

己の気分や感情を意識しやすい者ほど『私的場面』

を重視していることがわかった.親世代女子では，

他者からみられる自己を意織しやすい者ほど『私

的場面』を重視していることがわかったまた

他人と異なるユニークな存在でありたいという欲

求が強い者ほど「公的場1m」を重視していること

がわかった．

おおむね〆世代に関係なく男性は自己や他者へ

の内面への意識の向けやすさが『私的場面』と関

連し女性は自己や他者の外面への注意の向けや

すさが『私的場面』と関連していることがわかっ

た．学生では自己や他者の外面への注意の向けや

すさが『公的場面』と関連していた．親世代では

女性だけではあるが，他人と異なるユニークな存

在でありたいという欲求が『公的場面』と関連し

ていた．『私的場面』は「家族と外出する」などが

高く負荷する因子であり，比較的私的な社会的場

面である．そのため男性では，気分や感情への意

識と関連していたと推測される．しかしながら女

性の場合，「同窓会にlH席する」という比較的公的

な社会的場面はもちろんのこと，私的な社会的場

面である『私的場面』でも外面への意識の高さが

関連していた．これは，化粧や衣服などへの関心

と関連しているのではないかと推測される．

4-3化粧規範意識と個人差要因

学生男子では，他人と異なるユニークな存在で

ありたいという欲求が強い者ほど『調和』の意識

が高いこと，他人と異なるユニークな存在であり

たいという欲求が強く，社会の暗黙のルールや礼

儀作法を重視する者ほど『個性」「同調』『近接』

『若さ』の意識が高いことがわかった．学生女子

では他者からみられるfl己を意撤しやすい者ほ

ど『調和』の意識が高いこと，他者の外面や他者

からみられる自己を意識しやすく、社会の暗黙の

ルールや礼儀作法を重視し，他人と異なるユニー

クな存在でありたいという欲求が強い者ほど『個

各因子における簡便因子得点を用いてＷａｒｄ法に

よるクラスター分析を行なった結果､樹形図から

３クラスター構成があきらかとなっている．その

結果をもとに，他者意識，自意識，形式主義．独

自性欲求の各個人差要因の差を３クラスター間で

検討するため,SchefYPによる多重比較を行なった

（Table４)．

その結果，内的他者意織（クラスタ－１．クラス

タ－２＜クラスタ－３：Ｆ（2.528）＝10.58,ｐ＜

0.001)，外的他者意識(クラスタ－１＜クラスター

２．クラスタ－３：Ｆ（2.528）＝10.21,ｐ＜0.0011

空想的他者意識（クラスタ－１＜クラスタ－３：Ｆ

（2.528）＝4.06,ｐ＜0.05)，公的自意轍（クラス
タ－１＜クラスタ－２・クラスタ－３Ｆ（2.528）

＝20.37,ｐ＜0.001)，私的自意識（クラスタ-1＜

クラスタ－２・クラスタ－３：Ｆ（2.528）＝９５１，

ｐ＜0.001）形式主義（クラスター・クラスタ－２１

＜クラスタ－３：Ｆ（2.528）＝7.79,ｐ＜0001)，

独自性欲求（クラスタ－１＜クラスタ－２，クラス

タ－１・クラスタ－２＜クラスタ－３：Ｆ（2.528）

＝11.43,ｐ＜0.001）で有意な主効果が腿められた．

4．考察

4-1個人差要因の世代差および男女差

個人差要因の世代と性別による差を検討したと

ころおおむね親|Ⅱ;代に比べ学生の方が，男性に

比べ女性の方が，他者意搬，自意識，形式主義，

独自性欲求が高いことがわかった．

4-2社会的場面の重要度と個人差要因

学生男子では他者の気持ちや感情などを意織

しやすい者ほど『私的場面』を重視していること

がわかった．また…他者の外面を意識しやすい者

ほど｢公的場面」を雨Uilしていた.学生女子では，

他者の外面を意識しやすい者や社会の暗黙のルー

ルや礼儀作法を重視する者ほど『私的場面』を重

視していることがわかった．また，他者からみら

れる自己を意識しやすい者ほど『公的場面』を童

繊消誌(８５４）
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性』の意識が高いこと，他者からみられる自己を

意識しやすく，社会の暗黙のルールや礼儀作法を

重視し，他人と異なるユニークな存在でありたい

という欲求が強い者ほど『同調』の意識が高いこ

と，他者からみられる自己を意撤しやすく，社会

の暗黙のルールや礼儀作法を箙視し自己の気分

や感情をあまり意識しない者ほど『近接』の意識

が高いこと，他者からみられる自己を意識しやす

く，社会の暗黙のルールや礼儀作法を重視し他

人と異なるユニークな存在でありたいという欲求

が強い者ほど『若さ』の意繊が高いことがわかっ

た．親世代男子では，自己の気分や感情を意識し

やすい者ほど『調和』『個性」『同調』『近接」『若

さ』の意識が高いことがわかった．親世代女子で

は，他者の内面を意識しやすく現前しない他者を

あまり意識しない者ほど『調和』の意識が高いこ

と，他者からみられる自己を意誠しやすい者ほど

『個性』『近接』『若さ』の意織が高いこと，他者

からみられる自己を意識しやすく社会の暗黙のル

ールや礼儀作法を重視する者ほど『同調』の意識

が高いことがわかった．

おおむね男女を問わず学生では，他人と異なる

ユニークな存在でありたいという欲求や，社会の

暗黙のルールや礼儀作法の重視と化粧規範意識が

関連している．笹山・永松'１)は，年齢が若い女性

ほど化粧をアクセサリーのようなものととらえ，

美しく見せたい創作するのが楽しいという意識

を持っていることをあきらかにしているが，この

若年齢層の化粧をおしゃれの一部としてとらえて

いる意識が他人と異なるユニークな存在であり

たいという欲求と関連していると推測される．し

かしながら化粧規範意識は，社会的場面でどのよ

うな化粧を行なうかというルールである以上，社

会の暗黙のルールや礼儀作法の重視も関連してお

り今回の調査対象者である若年齢層では，化粧

規範意識は社会化の途中にあるのではないかと推

測される．親世代男子では，自己の内面への注意

の向けやすさが化粧規範意織と関連していた．

着装規範意識と個人差要因との関連性を検討し

た牛田らｲ)の研究でも社会人男性では私的自意

識と着装規範意識の関連性があきらかとなってい

る．そのため本研究結果は，衣服や化粧に関する

規範意識に共通して，親世代や社会人'）｣性では私

的自意識が関連することをあきらかにした．しか

しながら学生女子や親世代女子では公的自意識

との関連があきらかとなっている．Fenigstein

ら'2)などの研究から，私的自意識の高さは一般的

に自己概念や自らの意志決定に基づく判断と関連

するとされている．そのため周囲の状況に合わせ

ることを必要とする規範意繊とは本来，無関係で

あると推測されるため．今後詳細な検討が必要で

ある．

4-4クラスターと個人差要因

すべての個人差要因で，他のクラスターよりも

クラスタ－１は低く，クラスタ－３は高いことか

わかった．おおむね，個人差要I大|の高さが化粧規

範意識の高さと関連するという特徴が示唆された．

平松3)で，クラスタ－１では学生男子や親世代

男子が多く，反対にクラスタ－２やクラスタ－３

では学生女子や親世代女子が多いことがあきらか

となっている．この結果は，個人差要因の世代と

性別による差において〆おおむね親世代に比べ学

生の方が，男性に比べ女性の方が他者意識．自

意識，形式主義，独自性欲求が高いことと一致す

る結果である．

５まとめと今後の課題

これまでの化粧に関する研究や関連する着装規

範に関する研究においても，個人差要因との関連

性はあきらかにされてきたが，本研究から化粧規

範意識についても他者意繊，１１意織，形式主義，

独自性欲求との関連'性があきらかとなった．とく

に，他者からみられる自己の意iWilのしやすさ，社

会の暗黙のルールや礼儀作法の重視し他人と異

なるユニークな存在でありたいという欲求が関連

していた．

世代や性別で異なる個人差要因が化粧規範意識

と関連していたことから今後はその他の個人差

要因との関連性の検討を含めた知見の吟味が必要

であると考える．
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